
大気汚染防止法の一部改正について（水銀大気排出規制の概要） 

京 都 府 環 境 部 環 境 管 理 課 

TEL:075-414-4713 

京都市環境政策局環境企画部環境指導課 

TEL:075-222-3955 

 「水銀に関する水俣条約」の採択を受け、水銀等の大気中への排出を規制するため、

大気汚染防止法等が改正され、新たに水銀の大気排出規制制度が始まることとなりまし

たので、取り急ぎお知らせします。 

 

○水銀排出施設に係る届出制度 

 水銀排出施設の設置又は構造等変更をしようとする者は京都府知事（設置等の場所が

京都市内の場合は、京都市長）に届け出なければなりません。（既設の施設については、

施行日から 30 日以内に届出） 

 ※「水銀排出施設」とは工場又は事業場に設置される施設で水銀等を大気中に排出す

るもののうち、条約の規定に基づきその規制を行うことが必要なものとして政令で定

めるものをいう。…水銀排出施設及びその排出基準については２ページ以降 

○水銀等に係る排出基準の遵守義務等 

 水銀排出施設ごとに新たに水銀濃度の排出基準が定められ、当該施設から水銀等を大

気中に排出する者は当該排出基準を遵守しなければなりません。京都府知事（又は京都

市長）は、当該施設が基準を遵守していないときは、必要に応じ改善勧告・改善命令を

発出することができます。 

○自主測定の実施 

 水銀排出施設に係る水銀濃度について、規定された頻度で定期的に測定を実施し、そ

の結果を記録・保存しなければなりません。 

○要排出抑制施設の設置者の自主的取組 

 要排出抑制施設（水銀等の排出量が相当程度多い施設で、その排出を抑制することが

適当とされるもの。①製銑の用に供する焼結炉(ペレット焼成炉を含む。)②製鋼の用に

供する電気炉）を設置している者は、排出抑制のための自主的取組を責務として求めら

れます。 

施行日 

 平成 30 年 4 月 1 日（当該条約が日本国について効力を生ずる日が平成 30 年 4月 1 日

後となる場合には、当該条約が日本国について効力を生ずる日） 

その他 

改正法の詳細については、環境省ホームページ「水銀大気排出対策」をご覧ください。 

(環境省 HP URL: http://www.env.go.jp/air/suigin/post_11.html)  

＜改正概要＞ 
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